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ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
学
院
は
４
月

６
日
、
同
学
院
講
堂
で
平
成
24
年

度
入
学
式
及
び
始
業
式
を
行
っ

た
。
今
年
度
の
入
学
者
は
高
等
課

程
８
人
、
専
門
課
程
２
人
の
計
10

人
。
新
入
生
代
表
が
「
私
た
ち
は

い
ま
目
標
に
向
か
っ
て
ゆ
っ
く
り

と
新
し
い
道
を
歩
き
出
し
ま
し

た
。
先
生
方
、
諸
先
輩
は
私
た
ち

の
線
路
に
な
っ
て
、
私
た
ち
を

し
っ
か
り
導
い
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
学
院
に
入
れ
た
の
は
家
族
、
友

人
な
ど
の
お
か
げ
で
あ
り
、
こ
の

ご
恩
は
立
派
な
医
療
師
に
な
っ

て
、
患
者
さ
ん
の
心
を
も
み
ほ
ぐ

し
て
あ
げ
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
読
み
上

げ
た
。 

三
浦
拓
也
学
院
長
は
「
こ
れ
か

ら
厳
し
い
学
生
生
活
が
待
ち
受
け

て
い
る
。
人
生
を
切
り
開
く
強
い

意
志
を
い
つ
ま
で
も
持
ち
続
け
、

な
ん
と
し
て
も
国
家
試
験
を
突
破

し
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
た
。  

学院入学式 

今年は10人 

東
京
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
協
会
点
字

図
書
館
と
点
字
出
版
所
が
入
る
建
屋

「
新
館
」
の
耐
震
改
修
工
事
（
東
京

都
補
助
金
事
業
）
が
５
月
31

日
、

当
初
の
計
画
通
り
終
了
し
た
。 

工
事
は
、
①
各
階
東
西
南
北
に
あ

る
８
本
の
補
強
鉄
骨
を
約
２
倍
の
太

さ
に
交
換
し
、
耐
震
強
度
を
高
め
る

②
最
も
危
険
と
指
摘
さ
れ
た
外
部
階

段
を
新
館
と
鉄
骨
で
繋
ぎ
、
構
造
的

に
一
つ
の
建
物
と
す
る
こ
と
で
階
段

の
倒
壊
を
防
ぐ
、
と
い
う
二
つ
の
目

的
が
あ
っ
た
。 

施
工
業
者
は
昨
年
12

月
中
旬
、

入
札
で
東
京
・
港
区
に
本
社
を
置
く

池
田
建
設
株
式
会
社
に
決
定
、
着
工

は
今
年
１
月
６
日
か
ら
と
な
っ
た
。 

工
事
は
１
階
点
字
印
刷
室
、
２
階

点
字
図
書
館
、
３
階
点
字

印
刷
室
、
外
部
階
段
の
順

に

行
っ

た
。
点
字

図
書

館
、
点
字
出
版
所
と
も
業

務
を
中
断
す
る
こ
と
が
不

可
能
な
上
、
騒
音
・
振
動

な
ど
で
支
障
が
な
い
よ
う

に
工
事
を
す
る
こ
と
が
契

約
時
の
条
件
だ
っ
た
た

め
、
１
階
は
１
月
６
日
か

ら
３
月
18
日
、
２
階
は
３

月
４
日
か
ら
４
月
５
日
、

３
階
は
４
月
７
日
か
ら
５

月
18
日
、
外
部
階
段
は
５

月
８
日
か
ら
５
月
20
日
ま

で
と
、
階
ご
と
に
工
期
を

ず
ら
し
て
施
工
。
業
者
は
や
り
く
り

に
苦
慮
し
た
が
、
優
秀
な
作
業
員
が

集
結
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
工
事
自

体
は
５
月
20
日
で
終
了
し
た
。 

５
月
22

日
に
は
施
工
業
者
、
工

事
監
理
業
者
、
当
協
会
の
３
者
で
内

部
検
査
を
実
施
。
ま
た
31

日
に
は

東
京
都
か
ら
検
査
員
が
書
類
検
査
と

現
場
を
確
認
、
い
ず
れ
も
滞
り
な
く

終
了
し
た
。
改
修
後
の
耐
震
強
度
は

基
準
値
を
ク
リ
ア
し
て
お
り
、
地
震

の
強
い
揺
れ
が
き
て
も
倒
壊
す
る
危

険
が
大
幅
に
減
っ
た
こ
と
で
、
満
足

い
く
結
果
と
な
っ
た
。 

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
学
院
が
使
う

「
本
館
」
部
分
に
つ
い
て
は
、
時
期

等
を
含
め
、
改
修
工
事
計
画
を
引
き

続
き
検
討
し
て
い
く
。 

 
 
 
 

※ 

工
事
期
間
中
、
協
会
職
員
、
学
院

生
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
点
字
図
書
館

利
用
者
の
皆
様
に
は
、
ご
不
便
・
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
順
調
に
工

事
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
こ
と
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 

新
館
耐
震
工
事
が
完
了 

強
い
揺
れ
に
も
耐
え
る
強
度
に 

 

 

細い鉄骨だった支柱（上）が太い鉄骨に代わった（下） 
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 昨年（2011）３月11日、未曾

有の東日本大震災が起こった。

甚大な被害を受けた東北４県と

は比べようもないが、協会にも

若干の被害が出たことは本紙

2011年７月1日発行（通巻18

号）でお知らせした通りであ

る。 

 協会は大震災の後、広報委員

会が発行するメールマガジン

「ＢＢメール“エクストラ”」

2011年５月18日発行（通巻59

号）で、３月11日当日、職員が

どのような行動をとったかアン

ケート調査を行い、全員から回

収した。すると、点字出版所の

職員から「どう行動したらよい

か分からなかった」とか、「指

示がなかった」という声があ

がった。 

 点字出版所の職場は、協会の

新館と毎日新聞社早稲田別館に

分かれ、しかもそれぞれ１階と

３階にも分かれており、大地震

の被災下での一元的連絡の徹底

は困難であると考えられる。そ

こで、アンケートに積極的に回

答した職員を中心に、各課から

委員を募り、震災対策委員会を

組織して、来たるべき大地震へ

の対策を考えるため平成23年度

中に６回会議を開いた。 

 そして、「震災等における職

員の行動基準」を作成すると共

に、防災用具（懐中電灯、電

池、ヘルメット、レジャーシー

ト、リュックサック、ロープ、

三角巾、包帯、ローソク、マッ

チ、ピンセット、カセットコン

ロ、同ボンベ等）の点検と、３

月11日の泊まり込みの際に使用

して、クリーニングした毛布13

枚を含む備蓄用毛布29枚を長期

備蓄に耐えるように再梱包し、

別途購入した食料品と共に備蓄

した。なお、点検の結果、懐中

電灯は13本あったが、実際に点

灯したのは３本だけで、残り10

本は電池切れであった。今後

は、このような宝の持ち腐れが

ないように、防災の日の９月１

日前後に、対策委員会で点検す

ることにした。 

 ところで、「行動基準」は目

安であり、地震には実際に遭遇

してみなければわからないこと

もあるので、臨機応変に各自の

判断で行動しなければならない

ことも当然あるということを前

提にした。東日本大震災で律儀

に点呼を行ったために、逃げ遅

れて津波に飲み込まれたという

悲劇を教訓にしてのことであ

る。 

 また、東日本大震災を受けた

原発などの運転停止により発電

量の総量が落ちていることか

ら、昨夏は、国を挙げての節電

の呼び掛けがあり、点字出版所

ではこれに応えて、蛍光灯の間

引き等による節電にも取り組ん

だ。その結果、点字出版所の毎

日新聞社早稲田別館分だけだが

平成22年度の68,082kWhに比べ

て、平成23年度の使用電力量は

49,141kWhと72％と大幅な節電

に成功した。また、点字出版所

の平成22年度の電力料金（新館

分も含む）は204万2,788円だっ

たが、平成23年度は173万5,501

円と、84.95％、30万7,287円も

節約することができた。 

  （点字出版所長・福山博） 

 

 

点
字
図
書
館
も
備
蓄 

 

点
字
図
書
館
は
、
３
・
11
の
教
訓
か
ら
災

害
発
生
直
後
の
職
員
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
防
災
用
品
の
購
入
と
、
緊
急
食
料
品
の
保

管
を
進
め
て
い
る
。
「
自
力
で
身
の
危
険
か
ら

守
る
」
こ
と
を
第
一
義
と
し
て
お
り
、
職
員
数

分
を
ま
ず
調
達
し
た
。 

 

防
災
用
品
と
緊
急
食
料
品
の
内
容
は
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
、
充
電
バ
ッ
テ
リ
ー
、
ハ
ン
マ
ー
・

バ
ー
ル
類
、
各
種
乾
電
池
、
簡
易
レ
イ
ン
コ
ー

ト
、
軍
手
、
タ
オ
ル
、
マ
ス
ク
、
ラ
ン
タ
ン
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
、
ホ
イ
ッ
ス
ル
、
ラ
ジ
オ
、
避

難
用
バ
ッ
グ
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
、
ク
ッ
キ
ー
、
ビ

ス
ケ
ッ
ト
、
飲
料
水
、
缶
詰
等
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
こ
れ
ら
の
用
品
を
収
納
し
て
お
く
た

め
、
協
会
中
庭
に
物
置
を
設
置
し
た
。
こ
の
物

置
に
は
防
災
用
品
を
中
心
に
入
れ
て
お
く
こ
と

に
し
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
す
ぐ
に
取
り

出
せ
る
よ
う
に
万
全
を
期
し
て
い
る
。 

点字出版所 

震災対策委員会を組織 

｢職員行動基準｣を作成 

   業者の手で中庭に設置された物置 
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平成23年度事業報告 

平成24年度事業計画 

[視覚障害者ガイドヘルパー養成研修事業] 

  受講者の増加に伴い、23年度は主催研修など９

回開催した。定員も28人から32人に増員するなど

応募者の要望に応えた。23年度途中から、従来の

「移動支援」より大幅に視覚情報的な支援や介護

的援助が可能になった「同行援護」に研修内容を

発展させ、更なる充実した研修を開催した。 

[第61回へレン・ケラー記念音楽コンクール] 

  11月23日にＪＴ共催、文科省、毎日新聞社など

の後援で、東京・虎ノ門のＪＴアートホールで開

催した。全国から16校56人の参加者を数え、その

中に東日本大震災で被災した福島県相馬市から参

加した小学校３年生の松野鉄馬君にひときわ大き

な拍手が贈られた。 

[ヘレン・ケラー学院] 

  11人（２年生に編入の１人を含む）の新入生が

入学し、学生総数37人で新学期を迎えたが、就職

などで５人が中途退学した。卒業生・修了生は13

人。平成23年度第20回国家試験では、あん摩マッ

サージ指圧師に現役11人が受験し、９人が合格し

た。しかし、はり師・きゅう師は７人中２人の合

格に止まった。施設の整備では、盲導犬を利用す

る学生が増え、衛生的に排泄物の処理をする場所

が必要となり、協会の中庭に盲導犬用のトイレを

新設したり、ガイドヘルパー研修において、雨天

時のタクシー乗降訓練のためのひさしを延長する

など教育環境の整備に努めた。 

[点字図書館] 

  23年度の自館製作図書は、難易度の高い医学書

など専門書を中心にしたため、前年度より減少し

た。貸出数では、点字図書とテープ図書は減少し

たが、デイジー図書は相互貸借図書の利用が促進

されことによって前年を上回った。 

 視覚障害者への点字指導は耐震工事で集中講座

こそ中止になったが、通常講座は107回に及び107

人が受講した。パソコン講習も132人が受講し

た。点字図書館の利用者は1,761人を数え、前年

度より14人の増であった。設備・備品では小型

デュプリケーター１台を購入し、職員用のパソコ

ン２台更新した。 

[点字出版所] 

 職員の協力と努力により赤字を大幅に圧縮する

ことができたが、厳しい経営環境に立ち向かった

１年だった。出版所の収入に大きなウエイトを占

める点字印刷において、東京都など地方自治体か

らの定期広報点字版など受託印刷は16紙を受託・

発行した。選挙公報では板橋区などの区長・区議

選はじめ全国の統一地方選挙に関する「選挙のお

知らせ」（点字版・テープ版）を受託・発行し

た。文科省からの受注である教科書「小学部算

数」の後期分を納入した。 

 出版所の定期刊行物である「点字ジャーナル」

が平成24年１月号で500号を迎え、歴代編集長に

よる座談会を掲載した「500号記念別冊」を発行

した。 

 録音は地方自治体の定期広報テープ版７紙を受

託・発行して収入に寄与した。 

  

[第62回へレン・ケラー記念音楽コンクール] 

 視覚障害の児童・生徒・学生を対象とする日本

で唯一の音楽コンクールである「ヘレン・ケラー

記念音楽コンクール」をより一層充実したものに

するため、新たに（株）ナチュラリープラスの特

別協賛を得て、11月10日（土）に東京・飯田橋の

トッパンホールで開催する。 

[視覚障害者ガイドヘルパー養成研修事業] 

 昨年から始めた「同行援護」研修を６回開催。

従来の「移動支援」の資格しか持っていない人の

ための［同行援護応用課程］研修も要望に応えて

２回開催する。 

[ヘレン・ケラー学院] 

 詰め込み教育ではなく、実技・理論をじっくり

学習することができる唯一の５年課程の学校であ

ることやＪＲ高田馬場駅、地下鉄西早稲田駅など

の交通の利便性を生かし、きめ細かい募集活動を

する。また国家試験の合格率向上や卒業生の就職

先の確保などにも力を入れる。 

[点字図書館] 

 東洋医学や三療の資料をさらに充実させるとと

もに、視覚障害者への点字・パソコン講習会、視

覚障害者への理解を深めるための出前点字講座な

ども引き続き開催し、視覚障害者への福祉に力を

注ぐ。 

[点字出版所] 

  職員個々の生産性を高め、業務の効率化に取り

組み収益向上を図る。点字印刷は現在受注してい

る文科省著作の｢中学部歴史｣の点字教科書や、日

本理療科教員連盟と協力して盲学校教科書などを

遅滞なく納品するとともに、地方自治体の「点字

広報」などの印刷も受注を受けるべく努力する。 
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法人名　社会福祉法人　東京ヘレン・ケラー協会

会計単位名　社会福祉事業

貸　借　対　照　表
平成２４年　３月３１日現在

（単位：円）

資　　　産　　　の　　　部 負　　　債　　　の　　　部

当年度末 前年度末 増 減 当年度末 前年度末 増 減

（ 113,116,192 ）（ 92,206,037 ）（ 20,910,155 ） （ 43,818,744 ）（ 19,449,662 ）（ 24,369,082 ）

現 金 預 金 82,758,805 75,028,736 7,730,069 短期運営資金借入金 1,427,079 0 1,427,079 

有 価 証 券 0 未 払 金 27,724,692 4,609,225 23,115,467 

未 収 金 16,838,323 7,778,721 9,059,602 預 り 金 2,536,867 925,537 1,611,330 

貯 蔵 品 8,205,176 8,153,706 51,470 前 受 金 10,732,006 12,458,900 △1,726,894 

立 替 金 0 仮 受 金 0 

前 払 金 993,024 617,720 375,304 賞 与 引 当 金 1,398,100 1,456,000 △57,900 

短 期 貸 付 金 4,012,161 457,432 3,554,729 そ の 他 の 流 動 負 債 0 

仮 払 金 0 

そ の 他 の 流 動 資 産 308,703 169,722 138,981 

（ 624,351,982 ）（ 625,536,574 ）（ △1,184,592 ） （ 62,525,000 ）（ 64,382,000 ）（ △1,857,000 ）

（ 155,642,498 ）（ 156,934,886 ）（ △1,292,388 ） 設 備 資 金 借 入 金 0 

建 物 15,885,022 17,177,410 △1,292,388 長期運営資金借入金 0 

土 地 99,757,476 99,757,476 0 退 職 給 与 引 当 金 62,525,000 64,382,000 △1,857,000 

基本財産特 定 預金 40,000,000 40,000,000 0 

（ 468,709,484 ）（ 468,601,688 ）（ 107,796 ） 106,343,744 83,831,662 22,512,082 

建 物 1 1 0 

構 築 物 135,493 162,291 △26,798 （ 12,267,350 ）（ 12,267,350 ）（ 0 ）

機 械 及 び 装 置 47,837,904 54,610,877 △6,772,973 （ 36,992,787 ）（ 32,649,345 ）（ 4,343,442 ）

車 輌 運 搬 具 0 （ 332,464,915 ）（ 344,306,793 ）（ △11,841,878 ）

器 具 及 び 備 品 2,350,881 3,950,771 △1,599,890 人 件 費 積 立 金 30,000,000 30,000,000 0 

土 地 0 施 設 整 備 等 積 立 金 64,002,168 71,406,793 △7,404,625 

建 設 仮 勘 定 22,377,338 0 22,377,338 そ の 他 の 積 立 金 238,462,747 242,900,000 △4,437,253 

権 利 0 

投 資 有 価 証 券 0 （ 249,399,378 ）（ 244,687,461 ）（ 4,711,917 ）

長 期 貸 付 金 0 次期繰越活動収支差額 249,399,378 244,687,461 4,711,917 

公 益 事 業 会 計 元 入 金 0 （うち当期活動収支差額）（ △7,129,961 ）（ 137,454 ）（ △7,267,415 ）

収 益 事 業 会 計 元 入 金 0 

措 置 施 設 繰 越 特 定 預 金 2,500,000 1,000,000 1,500,000 

その他の積 立 預金 392,489,915 407,688,793 △15,198,878 

その他の固 定 資産 1,017,952 1,188,955 △171,003 631,124,430 633,910,949 △2,786,519 

737,468,174 717,742,611 19,725,563 737,468,174 717,742,611 19,725,563 

脚注 当 年 度 末 前 年 度 末

１減価償却費の累計額 円 266,660,872 円

２徴収不能引当金の額 円 2,689 円8,634 

勘 定 科 目

純 資 産 の 部

基 本 金

272,626,517 

国庫補助金等特別積立金

そ の 他 の 積 立 金

勘 定 科 目

流 動 負 債

固 定 負 債

負 債 の 部 合 計

純 資 産 の 部 合 計

負 債 ・ 純 資 産 合 計

流 動 資 産

資 産 の 部 合 計

固 定 資 産

基 本 財 産

そ の 他 の 固 定 資 産

次 期 繰 越 活 動 収 支 差 額
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法 　人 　名：社会福祉法人　東京ヘレン・ケラー協会 （単位：円）

本 年 度 決 算 前 年 度 決 算 増　　減

37,273,120 37,249,920 23,200

34,767,800 33,881,400 886,400

163,236,475 174,058,978 △ 10,822,503

11,217,900 10,152,000 1,065,900

5,934,587 8,700,235 △ 2,765,648

6,392,613 11,769,707 △ 5,377,094

7,298,533 11,853,174 △ 4,554,641

5,466,590 6,750,117 △ 1,283,527

事業活動収入計(1) 271,587,618 294,415,531 △ 22,827,913

204,873,166 211,867,144 △ 6,993,978

22,695,764 22,795,637 △ 99,873

34,271,684 42,208,900 △ 7,937,216

12,340,624 13,988,423 △ 1,647,799

0 0 0

6,173,521 5,699,162 474,359

事業活動支出計(2) 280,354,759 296,559,266 △ 16,204,507

△ 8,767,141 △ 2,143,735 △ 6,623,406

1,258,045 1,949,959 △ 691,914

2,694,867 1,964,407 730,460

3,850,663 100,000 3,750,663

事業活動外収入計(4) 7,803,575 4,014,366 3,789,209

2,694,867 1,964,407 730,460

3,850,663 100,000 3,750,663

0 0 0

事業活動外支出計(5) 6,545,530 2,064,407 4,481,123

1,258,045 1,949,959 △ 691,914

△ 7,509,096 △ 193,776 △ 7,315,320

9,352,000 2,457,500 6,894,500

137,276 0 137,276

0 0 0

8 1 7

特別収入計(8) 9,489,284 2,457,501 7,031,783

0 0 0

12 1 11

9,352,000 2,457,500 6,894,500

特別支出計(9) 9,352,012 2,457,501 6,894,511

137,272 0 137,272

△ 7,371,824 △ 193,776 △ 7,178,048

257,065,317 256,359,093 706,224

249,693,493 256,165,317 △ 6,471,824

0 0 0

0 0 0

13,341,878 900,000 12,441,878

1,500,000 0 1,500,000

261,535,371 257,065,317 4,470,054

施 設 整 備 等 寄 附 金 収 入

会 計 単 位 間 繰 入 金 支 出

経 理 区 分 間 繰 入 金 支 出

経常収支差額(7)＝(3)+(6)

事

業

活

動

外

収

支

の

部

特

別

収

支

の

部

収
　
　
入

施 設 整 備 等 補 助 金 収 入

国 庫 補 助 金 等 特 別 積 立 金 積 立 額

国 庫 補 助 金 等 特 別 積 立 金 取 崩 額

支
　
出

基 本 金 組 入 額

経 理 区 分 間 繰 入 金 収 入

支

出

収
　
入

固 定 資 産 売 却 益

繰
越
活

動
収
支
差

額
の
部

前期繰越活動収支差額(12)

事 業 収 入

経 常 経 費 補 助 金 収 入

寄 附 金 収 入

雑 収 入

人 件 費 支 出

事 務 費 支 出

事 業 費 支 出

事業活動収支差額(3)＝(1)-(2)

事業活動外収支差額(6)＝(4)-(5)

支
　
　
出

会 計 単 位 間 繰 入 金 収 入

資 産 評 価 損

当期活動収支差額（11）＝（７）＋（10）

固 定 資 産 売 却 損 ・ 処 分 損

減 価 償 却 費

引 当 金 繰 入

特別収支差額(10)＝(8)-(9)

受 取 利 息 配 当 金 収 入

当期末繰越活動収支差額(13)=(11)+(12)

基本金取崩額(14)

基本金組入額(15)

その他の積立金取崩額(16)

次期繰越活動収支差額(18)=(13)+(14)-(15)+(16)-(17)

その他の積立金積立額(17)

勘　定　科　目

収
　
　
入

国 庫 補 助 金 等 特 別 積 立 金 取 崩 額

事　業　活　動　収　支　計　算　書
（自）平成２３年４月１日（至）平成２４年３月３１日

引 当 金 戻 入

措 置 費 収 入

授 業 料 収 入事

業

活

動

収

支

の

部

徴 収 不 能 額
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法   人   名：社会福祉法人　東京ヘレン・ケラー協会 （単位：円）

予　　算 決　　算 差　　異 備　　考

37,273,000 37,273,120 △ 120

34,767,000 34,767,800 △ 800

161,779,000 163,236,475 △ 1,457,475

11,017,000 11,217,900 △ 200,900

5,874,000 5,934,587 △ 60,587

6,221,000 6,392,613 △ 171,613

1,253,000 1,258,045 △ 5,045

2,987,000 2,694,867 292,133

3,851,000 3,850,663 337

経常収入計(1) 265,022,000 266,626,070 △ 1,604,070

204,948,000 204,873,166 74,834

22,411,000 22,695,764 △ 284,764

34,697,000 34,271,684 425,316

2,987,000 2,694,867 292,133

3,851,000 3,850,663 337

経常支出計(2) 268,894,000 268,386,144 507,856

経常活動資金収支差額(3)＝(1)-(2) △ 3,872,000 △ 1,760,074 △ 2,111,926

9,352,000 9,352,000 0

138,000 137,276 724

0 0 0

施設整備等収入計(4) 9,490,000 9,489,276 724

22,256,000 23,641,414 △ 1,385,414

施設整備等支出計(5) 22,256,000 23,641,414 △ 1,385,414

施設整備等資金収支差額(6)＝(4)-(5) △ 12,766,000 △ 14,152,138 1,386,138

0 0 0

18,786,000 18,785,878 122

0 0 0

財務収入計(7) 18,786,000 18,785,878 122

0 0 0

5,862,000 5,861,530 470

0 0 0

財務支出計(8) 5,862,000 5,861,530 470

財務活動資金収支差額(9)＝(7)-(8) 12,924,000 12,924,348 △ 348

74,000 0 74,000

△ 3,788,000 △ 2,987,864 △ 800,136

前期末支払資金残高(1２) 85,522,915 85,522,915 0

当期末支払資金残高(1１)+(1２) 81,734,915 82,535,051 △ 800,136

流動資産評価減 等に よる 資金 減少 額等

当期資金収支差額合計(1１)＝(3)+(6)+(9)-(10)

財
務
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

支
出

借 入 金 収 入

積 立 預 金 取 崩 収 入

借 入 金 元 金 償 還 金 支 出

積 立 預 金 積 立 支 出

そ の 他 の 収 入

措 置 費 収 入

経

常

活

動

に

よ

る

収

支

予備費(10)

収

入

事 業 収 入

受 取 利 息 配 当 金 収 入

経 理 区 分 間 繰 入 金 収 入

施 設 整 備 等 寄 附 金 収 入

授 業 料 収 入

人 件 費 支 出

資　金　収　支　計　算　書

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入

経 常 経 費 補 助 金 収 入

寄 附 金 収 入

雑 収 入

勘　定　科　目

（自）平成２３年４月１日（至）平成２４年３月３１日

支

出

支
出

会 計 単 位 間 繰 入 金 収 入

会 計 単 位 間 繰 入 金 支 出

事 務 費 支 出

事 業 費 支 出

固 定 資 産 売 却 収 入

固 定 資 産 取 得 支 出

施 設 整 備 等 補 助 金 収 入

経 理 区 分 間 繰 入 金 支 出



第20号        PAGE 7 

◆賛助会員◆(敬称略） 

【本部扱い】 

加藤直之 

 

【点字図書館扱い】 

青木素子、秋山由美子、石

原直美、磯崎治子、内田一

夫、大岩妙子、金本ヒナ子、

辛島寛、北川文恵、金倫子、

小池輝勇、斉藤紀年夫、鈴

木健夫、鈴木由紀、田島静

枝、田代芙美、寺崎哲治、土

居義則、橋本三郎、畑千尋、

東濱啓、本間みさ子、増田美

代志、目黒聰子、矢部万寿

子 、 油 布 勝 美 、 吉 野 静 恵 

 

◆一般寄付◆（敬称略） 

【本部扱い】 

稲山輝機、小澤哲男、加藤

直之、北村徹雄、岐阜県立

岐阜盲学校高等部生徒会、

真田勝美、杉田安男、須藤

美津子、東京新宿北ライオン

ズクラブ（池原郁夫、遠藤庄

一郎、久山淳、大山利雄、安

川厚、鶴岡武、浜名賢一、梅

沢忠男、中村進一、鈴木秀

彦）、東京ヘレン・ケラー協会

後援会、トミヨシレイジ、長谷

川航、古畑俊子、堀田雅美、

株式会社ファシリティ、毎日

新聞社事業本部、毎日新聞

社点字毎日編集部、毎日新

聞東京社会事業団 

【ヘレン・ケラー学院扱い】 

愛宕洋志、恵愛治療按、ケ

イ・クリニック滝沢光、ヘレン･

ケラー学院同窓会第34・35

期、星野博子、松本利夫、村

田みつぎ、山内ちあき、山崎

登志夫、毎日新聞東京社会

事業団 

 

【点字図書館扱い】 

青木弘、朝貝徹司、飯田昌

吉、飯田新平、石川吉男、伊

勢澤信吉、磯辺恵子、市角

誠、猪股栄二、今里忠幸、岩

品安柳、宇田川幸子、内田

晴康、江良昭雄、大石文雄、

大黒政男、奥山紀助、小澤

洋 平、片 山 恭 子、金 本 ヒ ナ

子、神谷純寬、菊地寛子、経

塚良未、工藤幸雄、古池竹

之、小柳紀男、斉藤由紀子、

酒 井 町 子、佐 子 田 信 夫、

佐々木晴恵、佐々木宗雅、

清水奈美江、志村冨雄、白

川恵美子、関喜之助、高田

房子、田代芙美、田中秀臣、

田中雄二、谷合淑二朗、谷

口旭、田村徳章、塚原博二、

当津純一、富樫千恵子、戸

沼京子、中井光雄、南雲貞

雄、南雲輝子、畠山千代子、

馬場のぶ子、原田秀夫、東

山寛、平林寿美子、広田碩

佑、福島ふさ子、福田恒男、

藤田ひろ子、藤根輝男、松

浦節子、松田邦子、松田千

富美、丸山進弘、水野文夫、

溝口和子、三橋竹志、宮本

牧子、宮本美明、村上工、山

内経、山崎洋子、山田剛、山

谷靖彦、吉沢徳治、渡辺武

松 

 

【点字出版所扱い】 

エムコマース株式会社、森秋

子 

 

【海外盲人交流事業事務局

扱い】 

青木貞子、在田一則、安藤

生、飯田壮、石井芳重、石田

隆雄、一幡良利、植竹清孝、

上野伊律子、上村小夜子、遠

藤利三、及川幸男、大島幸

夫 、大西正広、大橋東洋彦、

岡本好司、落合夕子、小野塚

耕吉、貝元利江、勝山良三、

加藤万利子、金田敏子、川島

玉子、木塚泰弘、黒見恵美

子、小泉周二、古賀副武、後

藤晴子、小長谷正夫、小林明

子、小森愛子、近藤光枝、斎

藤惇生、酒井久江、坂入操、

坂口廣光、佐々木憲作、佐々

木玲子、佐藤達夫、佐橋忠

明、柴田光俊、志村洋、菅原

温子、鈴木俊勝、染矢朝子、

高橋恵子、竹脇美帆子、田中

徹二、田中正和、田伏淳一

郎、照井タカ子、当山啓、戸塚

辰永、鳥羽田節、中尾照美、

中嶋千代志、中村保信、奈良

泰夫、野津虎雄、橋本時代、

林紘子、原田美男、福山博、

藤元節、本間昭雄、間下勉、

増野幸子、増田光子、松浦健

三、松下信雄、宮下浩子、茂

木幹央、森川精子、森山朝

正、山岡三治、横大路俊久、

吉田重子、渡辺直明、渡辺勇

喜三、有限会社大本印刷 ・ 

大本堅治、小林動物病院、 

シャンバロー芸能事務所 ・ 

白井雅人、学校法人聖明学

園古和釜幼稚園、株式会社

高垣商店、毎日新聞東京社

会事業団 

 

皆様ありがとう 

ございました 
平成23年度 

東京ヘレン・ケラー協会 

賛助会員及び 

一般寄付者名簿 
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社会福祉法人 

東京ヘレン・ケラー協会 
〒169-0072 

 東京都新宿区大久保３－１４－２０ 

本部、ヘレン・ケラー学院 
電話 ０３（３２００）０５２５ 

ＦＡＸ０３（３２００）０６０８ 

点字図書館 
電話 ０３（３２００）０９８７ 

ＦＡＸ０３（３２００）０９８２ 

点字出版所、盲人用具センター、 

海外盲人交流事業事務局 
 東京都新宿区大久保３－１４－４ 

電話 ０３（３２００）１３１０ 

ＦＡＸ０３（３２００）２５８２ 

  

ホームページもご覧ください。 
   http://www.thka.jp/ 

人事（４月１日・カッコ内は前職） 

▽点字図書館＝川西幸治次長（点字

図書館職員）▽点字出版所＝山本令

子製版課主任（編集課主任）、佐藤

尊礼録音課員（製版課員）、車谷浩

子編集課員（印刷課員）  

 

平
成
23
年
度
ヘ
レ
ン
・
ケ

ラ
ー
学
院
卒
業
式
・
修
了
式

は
３
月
15
日
、
同
学
院
講
堂

で
行
わ
れ
た
＝
写
真
。
23
年

度
の
卒
業
生
は
３
年
課
程
５

人
と
５
年
課
程
２
人
。
こ
れ

に
５
年
課
程
あ
ん
摩
マ
ッ

サ
ー
ジ
指
圧
科
修
了
生
６
人

が
加
わ
り
、
計
13
人
に
三
浦

拓
也
学
院
長
か
ら
卒
業
証

書
、
修
了
証
書
が
授
与
さ
れ

た
。
１
年
間
を
通
じ
た
学
業

成
績
優
秀
者
に
贈
る
優
等
賞

は
12
人
、
努
力
賞
は
２
人
が

受
賞
し
た
。
卒
業
生
代
表
は

「
楽
し
か
っ
た
学
院
と
も
お

別
れ
し
ま
す
が
、
学
ん
だ
こ

と
を
大
い
に
発
揮
し
て
、
こ

れ
か
ら
の
新
し
い
人
生
を
築

き
ま
す
」
と
答
辞
を
述
べ
、

全
員
の
拍
手
で
卒
業
生
を
送

り
出
し
た
。 

13
人
が
卒
業 

 

ヘ
レ
ン･

ケ
ラ
ー
学
院
で

は
、
盲
導
犬
ユ
ー
ザ
ー
の

学
生
が
登
下
校
時
に
学
院

正
面
玄
関
脇
の
植
え
込
み

で
排
泄
さ
せ
て
い
た
が
、

近
隣
住
民
へ
の
配
慮
や
衛

生
環
境
を
改
善
す
る
た

め
、
２
月
21

日
、
協
会
中

庭
に
盲
導
犬
用
ト
イ
レ
を

新
設
し
た
＝
写
真
。
壁
面

に
リ
ー
ド
フ
ッ
ク
を
取
り

付
け
、
排
泄
物
を
水
で
流

せ
る
よ
う
シ
ャ
ワ
ー
を
設

置
、
床
面
に
は
防
水
・
防

臭
加
工
を
施
し
、
傾
斜
を

つ
け
て
排
水
環
境
も
整
え

る
な
ど
盲
導
犬
を
利
用
す

る
学
生
の
意
見
を
い
く
つ

も
取
り
入
れ
た
。
学
生
は

「
来

客

さ

れ

た

盲

導
犬

ユ
ー
ザ
ー
も
き
っ
と
喜
び

ま
す｣

と
喜
ん
で
い
た
。  

「ご近所の皆様、ご迷惑をおかけしました」 

 中庭に盲導犬用トイレ 


